
体細胞の トラブルシューティング



I-1 乳房炎 トラブルシューティングの流れ
乳房炎の制圧は、現状の感染牛の問題解決 と、新規感染予防の両面か ら取 り組むことが必要で

す。 ト ラブルシューティングは、データや現地の調査などか ら、牛群の問題点を検証 し、問題に

至った経緯を特定 し、改善項 目の整理をすすめていきます。

要因が複雑に絡み合って、自分では問題無いと思っていたことが トラブルの原因となることも

あ ります。関係機関等に相談 しなが ら対策に取 り組んでいくことも必要です。

トラブルシュートの流れ

乳房炎感染、体細胞数増加

体細胞数に関する各データよ り牧場の問題点を推沢」

体細胞数旬報

体細胞数の推移をチェック

バル ク乳スク リーニ ング
゛
検査報告書

SA、 SAG等 、乳房炎菌の有無 をチェ ック

乳検 (体細胞数)

体細胞数 の高い牛をチェ ック

牛群の問題点を推測

P Lテ ス ター 体細胞数個乳検査

その牧場の乳房炎対策が どの程度行 われてい るかチェ ック

重要度や経済面を考慮し、改善優先順位を決定

飼養環境 ? 搾 乳手法 ? ミル カ ー シ ス テ ム ?

改善案の提示。農家の意思 ・意向を確認

飼養環境の改善 搾乳手法の改善 ミルカーの改善

改善案に従 って改善に着手

牛舎内外の環境 。施設及び飼養管理の改善

推奨 され る搾乳手順及び搾乳衛生の実践

ミルカーシステムの改善 。入れ替 え

問題牛の計画的治療 ・淘汰

改善効果を確認。不具合があれば修正を加える

乳質デー タ  牛 舎環境   労 働 面  匝 済団

データの検討

調査結果検討

改善効果確認

各調査により牧場の問題点と問題に至つた経緯を特定

環境チェ ック

牛舎内外 の環境チェック

搾乳立会

搾乳手順 ・衛生 をチェ ック

ミルカー点検

ミルカーシステムの問題点をチェ ック

全頭乳汁検査

乳房炎感染牛のチェック
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I-2
体細胞数増加の要因の多 くは 「乳房炎」です。「乳房炎」の感染は、細菌が乳頭口より乳房内

に侵入することが要因とな り起 こります。本来、乳牛には乳房炎菌の感染を防 ぐ防御機能が備わ

っています。不適切な飼養管理でこの防御機能が低下すると、さらに感染 しやす くなります。「乳

房炎」の新規感染を防ぐポイントは 「感染ルー トを断つ」ことと、牛の 「防御機能を高める」こ

とです。

乳房炎感染の要

菌
の
長
入

防御機能低
・不適切な搾乳手
・不適工な搾乳機械
・不健康な鮒賽管理

ミメレカー

恭 細菌感染の直接要因 竜瀞

パドック・通路

感染牛
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I-3 体 細胞数削減 の ための デ ー タ の 見 方
体細胞数の成績は牛群の飼養管理 ・技術の状態及び牛の健康状態を反映しています。「体細胞

数が高い」 ということは、その牛群に 「乳房炎」の問題が発生 (現在)し てお り、その牛群の飼

養管理に問題があったこと (過去に)を 示 しています。ここでは、現状のデータから牛群の状態

を判断し、各種データより問題点を発見 し、解決 してい くための方法について紹介 します。

1.体 細胞数のデータを見る流れ

体細胞数に関するデータは、旬毎 に送 られて くる

「個体成績」、定期的に実施する 「バルク乳スクリー

牛群成績やバルクのデータで、牛群の状態を把握 しま

因を推測 し、改善対策を実施」 します。改善対策後、

確認することも大切です。

○農場の問題点の推測 と処置

問題の確認、認識

バルク乳旬報

乳検 (牛群成績)
・牛群の体細胞数増加の確認

バルク乳スクリーニングテス ト

・乳房炎原因菌の確認

「バルク乳旬報」、乳検の 「牛群成績」及び

ニングテス ト」があ ります。まず、乳検の

す。次に、現場での問題を確認検討 し、「要

データを点検 し、改善効果が現れているか

細菌検査 ・治療

細菌検査
・問題牛の菌種特定 。治療
・分娩後 4～ 5日 、全頭の検査確認
。乳房炎蔓延防止の対策 (治療 ・隔離)

○問題牛の早期発見と処置

問題牛 を特定

乳検 (個体成績)
。データを確認

PLテ ス ト  個 乳検査
・問題牛の確認
・分娩後 4～ 5日 、全頭の検査確認

問題点の推測

バルク乳句報
。過去の体細胞数推移を確認
。季節的な変動 を確認

乳検 (牛群成績 ・個体成績)
・過去の体細胞数推移を確認
。季節的な変動 を確認
・産次別の傾向を確認
。泌乳ステージ別の傾向を確認
・新規感染の状況をチェック

バルク乳スクリーニングテス ト

・乳房炎原因菌菌種による問題点推測

現地調査

・搾乳立会や カウンセ リングによ り

問題点 を明 らかにす る。

改善の実施
。新規感染予防対策を実行
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2.バ ルク乳の体細胞数の確認

毎旬送 られて くるバルク乳旬報は最 も身近なデータです。全頭出荷 している場合は、バルク乳

旬報が農場の体細胞数を正確 に反映 していると言えるで しょう。 しか し、治療牛や廃棄乳が多い

場合はその点を考慮 しなければな りません。根室管内では集荷毎に体細胞検査 を実施する」Aが

増えています。情報を時系列で検証 し、農場の問題点を考えます。

40

体
3 5

細 30

胞 2 5

数 2 0

⌒ 1 5
万 1 0
ンヽ
  5

0

上1中 下 中| 1上1中|

1  2月I  r r ,E 12月 1月

見るべ きポイン ト:1月 上旬に突然上昇 した ・・・。その前後の牛群の状況を把握 します。
・牛群全体の問題か、数頭の高体細胞数の牛の問題かで対策は異な ります。
・乳検の牛群 リエアスコアの状況 と合わせて検討 します。

4 0

籍::
胞 2 5

数 2 0

⌒ 1 5
フラ 1。

5

0

見るべ きポイント:10万 台～ 30万 を上下 し、安定 しない要因を把握 してい きます。

治療頭数や廃棄乳は多 くないか ! 予 防的対策 (環境、搾乳手法等)は 万全か !

牛群における個体の高体細胞数牛の傾向と健康牛の割合を検証 し改善策を検討 します。

4 0

体
3 5

細
3 0

胞 2 5

数 2 0

⌒ 1 5
万 1。
′`
  5

0

見 るべ きポイン ト :常 に 30万 前後 を推移 している状況。

・予 防的対策 とともに、治療 は適切 に行 われているか。

・第 3者 による、搾乳立会 を含めた詳細 な トラブルシューテ イングが必要です。

この前後の状況 を詳 し

証することが大切 !
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3.乳 検情報の活用

乳検のデータには、個体成績 と牛群成績があ ります。牛群のリエアスコア成績で農場全体の感

染状況を把握 し、個体成績を検証 し問題がいつ、 どの時点で起 きているかを検討 します。過去の

推移は産次、泌乳ステージ、治療歴、新規感染の状況を様々な角度から検証 していきます。

～ リニアス コアを理解す る～

牛群内の健康牛 と感染牛の状況 を知 る指標 とな ります。

0～ 9ま で 10段 階で評価 してい ます。

リエアス コア 0～ 2・ ・・・健康牛 :乳 房炎の感染 は無い と思われる牛です。

(体細胞数～ 7万 以下) 健康牛 を継続 し、飼養で きていることが重要です。

リエアスコア 3～ 4・ ・・・留意牛 :感 染が疑 われる牛。感染の始 ま りがいつの時点で起 き

(体細胞数 7～ 28万 ) ているか を把握 し対策 を講 じます。

早期 に対処すれば治療効果が高いです。

リエアス コア 5以 上 ・・・要注意牛 :乳 房炎 に感染 している牛。連続 し 5以 上の場合、治療

(体細胞数 28万 以上) 困難 なことが多いです

盲乳、淘汰 などの対応 も必要です。

(1)牛 群情報 を確認

○ リニアスコア平均 と体細胞数平均

牛群の体細胞数平均 とともにリエアスコ

ア平均 に注 目して ください。

図 1の 10月 の例では、体細胞数平均が

低 くて もリエアスコア平均が高 く、牛群全

体での問題が考えられます。

○階層別 リエアスコアの割合

健康牛 と留意牛、要注意牛の割合の変化

にも注意 して下 さい。

健康牛の減少は、留意牛の増加 と要注意

牛の増加が原因です。留意牛の増加 と新規

5以 上の増加は、予防的な対策が上手 くい

ってないことを意味 します。

9月 のリエアスコア平均 は 3.3と高 くな

っています。まず、この時点での問題牛の

状況 を把握 してい くことが大切です。

○改善策実施後のモニタリング

新規感染の予防策が成功すると、 2以 下

の割合が増え、群のスコア平均 も下がつて

いきます。

改善取 り組み後は、リエアスコア平均 と

階層別 リニアスコアの割合の変化 をモニタ

リングしていきます。 図 1
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○産次別体細胞数、泌乳ステージ別体細胞数

乳検の牛群情報 (図2)を 活用 し、産次、ステージ別に問題点が無いか調べていき

乳検情報か ら以下の問題が推測で きます。

ます。

図 2

見るべ きポイントと推測される問題点
・初産の状況

育成牛の管理、及び分娩後の馴致の良否の推測。
。分娩直後の状況

乾乳牛の管理や分娩時の感染を推測。
・泌乳ステージ別の状況

ミルカーや搾乳手法、その他全般的な管理の良否を推測。

(2)個 体情報 を確認

乳検の個体情報 (図3)で 問題 と思われる泌乳ステージ、季節や産次で問題牛の状況を詳 しく

見ていきます。

ni“ 口||1日 :1丁T
ШT I   キ I  …

2囃 以 上

再 L]縞||ゴ ||| 言●IH』 ●●

均 ■ 二

牌“由摯 f∬

嗜r、ァ ムョ7

7115,11111

チェック対象牛
・リニアスコア 5以 上の牛 新規感染か連続 して感染か確認 します

新規感染牛は速やかに治療 します。
・リニアス コア 0～ 2→ 3以 上 に上が った牛

・・・いつの時点 (産次や泌乳 ステージ)

に上がったか確認 します。

・治療 を行 った牛 ・・・リエアス コア 2以 下 に下が つたか確認 します。

*新 規感染牛 は細菌検査 を含め、早めに治療 しましょう。

*早 めの治療 は治療効果 を高め ます。

図 3
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4.バ ルク乳スクリーニングテス ト

バルク乳から採取 したサ ンプルを培養 し、

調べる検査です。この検査 を行 うことにより

ることができます。

検査機関、各 」Aに よって報告様式は異な

数は以下の通 りです。

バルク乳中に存在する細菌の種類 と数 (レベル)を

、伝染性乳房炎菌の確認 と搾乳衛生の状態を推測す

りますが、検査 されている主な菌種 と基準 となる個

表-1 検 出する菌の種類 と基準値の例 (北海道酪農検定検査協会様式)

レベ ル

菌  種

1

良い

2

普通

3

要注 意

4

不 良

5

不 良

伝染性 黄色ブ ドウ球菌 (SA) 0 0 1 - 150 151 ～ 250 2 5 1以 上

無乳性連鎖球菌 (SAG) 0 0 1 -200 201 ～ 400 4 0 1以 上

環境性 環境性ブ ドウ球菌 (CNS)

環境性連鎖球菌 (OS)

1 5 0以 下

25 0以 下

151 -300

251 ～ 700

301 ～ 500

701 ～  1200

501 ～ 750

1201 ～ 2000

7 5 1以 上

2001以 上

* 伝 染性の SA、 SAGは 搾乳中に牛から牛へ と伝染 します。伝染性の菌は生乳中に存在 しな

いことが普通であ り、 1つ で も検出された場合には感染牛の存在が考えられます。 まず、感染

牛を特定することが必要です。

SAG感 染牛、感染分房は早急に抗生剤による治療 と乾乳時の全頭乾乳軟膏による処置を実

施 します。

SA感 染牛、感染分房は、泌乳期の治療、治癒が難 しいです。そのため、治療後 も完全に治

癒 していないことを考慮 し、隔離 (牛群の最後に搾乳 または SA牛 専用 ミルカーで搾乳、盲乳

処置等)し 、他の牛に伝染 させない管理が必要です。

治療効果が高いのは、乾乳期ですので、この時期に積極的な治療を行います。分娩後はSA

の確認検査 を行い、治癒 しない場合は、隔離、盲乳、淘汰の対策を行います。

SAの 防除対策中には、バルク乳のモニターを継続 して行い感染状況の推移を見ていきます。

* 環 境性のCNS、 OSは 環境中にも存在する菌です。環境性の菌の検出は、乳房炎乳の混入

と環境からの侵入が考えられます。環境性の菌が多い場合は、飼養環境の衛生管理を徹底 し、

搾乳手法の見直 しを行いましょう。

* バ ルク乳スクリーニングテス トは年数回、連続 して実施 (1～ 3ケ 月に 1度 程度)す ること

が、農場毎の異常の要因推定に有効です。 また、改善対策実施後のモニタリングに活用 し、改

善効果を確認 します。


